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	応用
	抗原情報
	背景
	この遺伝子は、微小管関連タンパク質ファミリーに属するタンパク質をコードしています。このファミリーのタンパク質は、神経発生の重要なステップである微小管の組み立てに関与していると考えられています。ラットとマウスにおける類似遺伝子の産物は、神経細胞特異的な細胞骨格タンパク質であり、樹状突起に多く存在することから、神経細胞の発生過程における樹状突起の形状決定と安定化に関与していることが示唆されています。これまでに、異なるアイソフォームをコードする選択的スプライシングバリアントが数多く報告されています。
	研究分野
	-
	画像データ
	

	黒線: コントロール抗原 (100 ng); 紫線: 抗原 (10 ng); 青線: 抗原 (50 ng); 赤線: 抗原 (100 ng);
	

	MAP2 マウス mAb (緑) とネガティブ コントロール (赤) を使用した HeLa 細胞のフローサイトメトリー分析。

